
様式６－２

契約年月日

契約業者名

契約業者の住所

工事の名称

工事場所

工事種別

工事概要

工期（自）

工期（至）

変更前の契約金額

変更金額

変更後の契約金額

令和 5年 1月31日

１．ＲＣ橋脚工
１）現地精査の結果、残土処分削除に伴い、作業土工を数量精査(減)する。
２）現地精査の結果、上部工縦断線形変更に伴い、既設杭工を増工する。
３）現地精査の結果、経済性、施工性の観点からせん断補強鉄筋の工法変更の必要が生じたた
め、橋脚躯体工を減工する。
２．橋梁付属物撤去工
１）現地調査の結果、橋梁付属物の撤去工法変更に伴い、支承撤去工、伸縮装置撤去工、運搬
処理工を増工する。
３．構造物撤去工
１）現地調査の結果、既存構造物が橋梁下部撤去時及び新設橋脚施工時に支障となるため、構
造物取壊し工を増工する。
２）現地調査の結果、新設橋脚の施工用地確保のため、防護柵撤去工、縁石撤去工、道路付属
物撤去工、道路照明設備撤去工を追加し、運搬処理工を増工する。
４．仮設工
１）現地精査の結果、作業ヤードの法面を防護する必要が生じたため、作業ヤード整備工を増
工する。
２）現地精査の結果、上部工縦断線形の変更に伴い、土留･仮締切工を増工する。
３）作業ヤード整備工の増工に伴い、防護施設工を増工する。
４）現地精査の結果、交通管理工について、数量精査(増)する。
５．共通仮設費
１）仮設工の増工に伴い、運搬費を増工する。
２）技術管理費として、諸経費動向調査費及びＢＩＭ／ＣＩＭ活用工事に関する費用を追加す
る。
３）営繕費として、快適トイレに関する費用を追加する。
６．工期
工期は元設計とおりとする。

変更理由

第２回契約変更の内容

　１，０５７，４３０，０００円（税込み）

　＋　　３２，２３０，０００円（税込み）

令和７年　6月27日

　１，０２５，２００，０００円（税込み）

令和 7年 7月31日

株式会社　不動テトラ　東京本店

一般土木工事

神奈川県藤沢市城南２丁目地先

Ｒ４横浜湘南道路藤沢高架橋下部工事

東京都中央区日本橋小網町７番２号

橋台工　1式
　　作業土工　1式
　　鋼管ソイルセメント杭工（Φ1200、L=10.5m)10本
　　橋台躯体工　1基
コンクリート　約520m3、鉄筋　約19t
　橋脚工　1式
　　作業土工　1式
　　鋼管ソイルセメント杭工（Φ1200、L=9.5～11.5m）74本
　　橋脚躯体工　8基
コンクリート　約3,200m3、鉄筋　約620t
　橋梁床版撤去工　1式
　旧橋撤去工　L=約150m
　　　舗装版破砕　約1,100m2、桁材撤去　約380t、
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ撤去(床版)　約1,200m2
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ撤去(壁高欄)　約140m3
　橋梁付属物撤去工　１式
　　支承撤去工　28基、落橋防止装置撤去工　12組、
　　伸縮装置撤去工　約16m、排水装置撤去工　約230m、
　　検査路撤去工　約9t、照明柱撤去工　5基、遮音壁撤去工　約190m
　橋梁下部撤去工　5基
　構造物撤去工　1式
　土留・仮締切工　1式



１．ＲＣ橋脚工
１）現地精査の結果、残土処分削除に伴い、作業土工を数量精査(減)する。
２）現地精査の結果、上部工縦断線形変更に伴い、既設杭工を増工する。
３）現地精査の結果、経済性、施工性の観点からせん断補強鉄筋の工法変更の必要が生じたた
め、橋脚躯体工を減工する。
２．橋梁付属物撤去工
１）現地調査の結果、橋梁付属物の撤去工法変更に伴い、支承撤去工、伸縮装置撤去工、運搬
処理工を増工する。
３．構造物撤去工
１）現地調査の結果、既存構造物が橋梁下部撤去時及び新設橋脚施工時に支障となるため、構
造物取壊し工を増工する。
２）現地調査の結果、新設橋脚の施工用地確保のため、防護柵撤去工、縁石撤去工、道路付属
物撤去工、道路照明設備撤去工を追加し、運搬処理工を増工する。
４．仮設工
１）現地精査の結果、作業ヤードの法面を防護する必要が生じたため、作業ヤード整備工を増
工する。
２）現地精査の結果、上部工縦断線形の変更に伴い、土留･仮締切工を増工する。
３）作業ヤード整備工の増工に伴い、防護施設工を増工する。
４）現地精査の結果、交通管理工について、数量精査(増)する。
５．共通仮設費
１）仮設工の増工に伴い、運搬費を増工する。
２）技術管理費として、諸経費動向調査費及びＢＩＭ／ＣＩＭ活用工事に関する費用を追加す
る。
３）営繕費として、快適トイレに関する費用を追加する。
６．工期
工期は元設計とおりとする。

変更理由




